
当社の保安に対する基本方針

ガスパル九州は、2016年6月に事業を開始し多くのステークホルダーの皆さまのご支援のもと、順調に成長を続
けてまいりました。昨今、当社を取り巻く環境は、人口の減少・働き方の多様化・ガス小売全面自由化に加え、
2050年カーボンニュートラルの実現など、大きな転換期を迎えています。当社は今後も変化する経営環境へ迅速
に対応することで、「社会価値」と「経済価値」の創出を実現し、ステークホルダーの皆さまから信頼される高
品質な「安全」を提供してまいります。
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【消費者起因事故対策】
業務用厨房施設には、業務用換気警報器・ＣＯ警報器等を１００％設置

安全装置（Ｓｉセンサー）を搭載したガスコンロの普及促進

業務用施設、高齢者、障がい者の方には、ガス使用に関する周知を年１回以上実施

未使用のヒューズガス栓には、ガス栓カバーを１００％設置し誤開放に係る事故防止

【自然災害対策】
社員の安否確認システムの導入、販売エリアのハザード
マップの更新、防災訓練等を行い災害に備えた体制を構
築
供給物件すべてに、容器収納庫又は容器チェーン（ベル
ト）の２重掛けを設置し、容器の流出を防止
豪雪地帯及び特別豪雪地帯へのガスメータに補強プレー
トを設置し、雪害事故を防止

【販売事業者起因事故対策】
ガスメータ、調整器等の有効期限のあるガス機器を管理し、期限１ヵ月前までに交換
他工事起因のガス漏えい対策としてオーナーさま、管理会社等のご協力を頂き、他業者がガス配管付近で工事を行う場合には
当社社員による現場立会を実施
バルク告示検査対応に係るマニュアルや中期計画を作成し、確実に運用

【保安基盤の整備】
研修センターにて保安技術の継承やキャリアに沿った研修
を行い、常に高水準な保安業務体制の構築

新保安システム「ＧiＰ」を毎年バージョンアップさせ、
保安業務の品質向上と業務効率化を実施

電磁的周知によるスマート保安の推進
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